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　日増しに寒さが身に染みる季節となりましたが、皆様
はいかがお過ごしでしょうか。この度、研修医だよりを
担当させていただきます研修医１年目の吉村由紀と申し
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

　私は埼玉県出身で、大学から島根県にやってまいりま
した。大学生活は出雲市で６年間生活し、今年初めて浜
田市で生活を始めることになりました。島根県に来て、
こんな身近に底の見える川や海があるなんてとても驚き
ました。（実家の近くの川は濁っており、埼玉県は海な
し県です）。夏には海で海水浴を楽しんだり、山を散策
したり。冬には瑞穂や大山にスノーボードに行くことも
できます。本当に自然が豊かで贅沢な県であると感動し
ています。そして何よりも、魚介が新鮮で美味しいです
ね！今まで寿司や刺身はあまり好きではありませんでし
たが、島根に来て大好きになりました。浜田で食べたあ
じやのどぐろは絶品です。

　さて、研修医生活は早いもので８か月目に入りました。
生活には少しずつ慣れてきましたが、仕事はまだまだ失
敗ばかりで指導医の先生方や看護師のみなさんにいつも
助けてもらっています。医療センターのスタッフの方々
は、皆さん優しく、ときには厳しく指導してくださり、
毎日感謝の気持ちでいっぱいです。本当に素敵な職場に

巡り合えたと思います。

　現在私は、総合診療科で研修をさせて頂いています。
総合診療科にはさまざまな領域の疾患で悩む患者さんが
いらっしゃいます。患者さん一人ひとりと真剣に向き合
い、一つずつ悩みを一緒に解決していく指導医の先生方
の姿を見て、多くのことを学ばせて頂いています。総合
診療科で研修をしていると、専門分野に限らず幅広い分
野の知識が必要であることを痛感します。様々な領域の
疾患を診療するに当たり、自分の勉強不足を痛感します
が、今ここで勉強できるのだとポジティブにとらえ、一
生懸命くらいついていきたいと思っております。

　私は来年度から島根大学医学部附属病院に戻り研修を
行います。浜田での研修は残すところ４か月となってし
まいました。少しずつ浜田の生活に慣れてきたのにこの
地を離れるのはとてもさみしいですが、医療センターだ
からこそ学べることをたくさん吸収し、患者さんに寄り
添うことのできるような医師になれるよう日々精進して
いきたいと思います。

　最後になりましたが、拙い文章にお付き合いいただき
ありがとうございました。さらに寒さが厳しくなります
が、お身体にはくれぐれもお気を付けください。
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　集中ケア認定看護師とは、集中治療領域において重
症かつ集中治療を必要とする患者・家族への看護を行
います。私は集中ケア認定看護師の認定を受けて４年目
になります。現在、救命救急センターで勤務をしながら
院内・院外を通して様々な活動を行っています。その活
動の一部を紹介いたします。

１．人工呼吸器装着中の患者の離脱に
　  向けた介入
　患者さんの中には、呼吸状態が悪くなり人工呼吸器
を装着することがあります。人工呼吸器装着中の患者さ
んを対象に、医師・集中ケア認定看護師・慢性呼吸器
疾患看護認定看護師・リハビリのセラピスト・臨床工
学技士でラウンドを行い、人工呼吸器から早期離脱の
ために介入を行います。介入内容は、人工呼吸器の設定
調整や、看護上での問題の検討、リハビリテーション
の検討、安全管理などをチームで検討します。患者さん
が早く人工呼吸器から離脱できるように今後もサポー
トを続けます。

２．異常の早期発見を目的とした　  
　  病棟ラウンドの実施
　病棟の患者さんが急変する前に、意識や呼吸の異常
が早期に現れます。また一旦急変すると全身状態の改善
は難しくなるため、異常の早期発見が大切になります。
現在、医師・集中ケア認定看護師・救急看護認定看護
師で週１回各病棟をラウンドし、異常の早期発見や治
療・看護ケアに対するアドバイスを行っています。また、
看護師が統一して患者さんの状態を評価し異常の早期
発見につなげるために、平成28年４月よりNEWS早期
警告スコアリングシステムを電子カルテに導入し活用
を始めました。しかし、呼吸回数や脈診など十分に観察
が出来ていない部分があります。日々の臨床の中で指導
を行い異常の早期発見につなげられるように看護師の
質の向上をはかっています。その他に、各病棟で困った
事例を取り上げ、シミュレーションを通して病棟看護
師と振り返りを行っています。症例を振り返ることで、
情報が整理でき気づきや学びが深まります。日々の実践
につなげられるように、今後も病棟看護師と振り返り
を継続します。

３．院内・院外の医療スタッフへの指導
　認定看護師の責務の一つとして指導があります。現在
は、院内外の看護師に対し、フィジカルアセスメント
に関する勉強会を定期的に開催しています。そのほかに
も、人工呼吸器の看護に関するセミナーを開催し、県
内の看護師に対して指導を行っています。12月に院内
で人工呼吸器に関する研修を予定していますが、現在
40名程度の参加希望があり研修開催に向けて準備を
行っています。認定看護師になってから、研修で指導す
ることが多くありますが、相手に伝えることの難しさ
を実感しています。今後も、参加される看護師の方が学
習結果を少しでも日々の実践に生かすことができるよ
うに心がけながら指導を継続したいと思います。
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